
ｱﾀﾀ

⾼齢者の⼿動雪かきはとても⼤変

Bye Bye

背景

●近年の気候変動により，豪雪発生が増え、屋根の雪下ろし中の落下事故や空
き家の倒壊，車の立ち往生などが，深刻な問題となっている。

●また，従来の除雪方法では、除雪後の雪の運搬や保管に多くの費用と手間が
かかるという課題があった。人手不足や機材不足による除雪の順番待ちという
問題も頻発している。
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中村設計 自律制御型除雪ロボット

研究シーズ
函館高専が有するシーズ

● 自律制御型除雪ロボット

● マイクロ波自動融雪装置

● 移動式融雪アイロン 

置き場を必要としない素
早い除雪を可能

毎年建築会社から工事現場の除雪などに
対する研究開発を受託：中村

総務省プロジェクト2021年SCOPEに採択

Waveguide antenna with slots

Oscillator
Microwave traveling direction

Leaky-Waves
Slots

Snow

発熱

融雪装置スタエコ GAPファンド2022に採択
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Waveguide antenna with slots

Oscil
latorMicrowave traveling direction

Leaky-WavesSlots

気象予測
気温
ロボット位置

電力 通信

発熱

除雪ロボット

融雪

設計コンセプト

本研究ではさらに，AICTによる自動制御と，融雪用のマイクロ
波をワイヤレス給電に利用する手法を開発し除雪作業の完全
排除の実現を目指す

研究シーズ
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①新規の課題解決プロジェクト・推進計画の創出
②実施中の推進計画の加速・拡⼤

✔ 新技術シーズの育成やF/S
✔ 課題解決に向けた体制構築
✔ 予備試験データの獲得

補助対象

３．良質サイレージに必要不可⽋な踏圧作業を
可視化するシステムの検証開発
【エゾウィン株式会社】

点群データ

直径

⾼さ

点群データと統合された360°カメラ画像

令和4年度⽀援実績

推進計画の
加速 プロジェクトの

⽴ち上げ

プロジェクトの
⽴ち上げ

推進計画の
⽴ち上げ

⽬的

１．微⽣物処理海藻の反芻胃メタン削減材
への応⽤ 【帯広畜産⼤学】

２．ミルキングパーラーでの省⼒化・軽労化®を
⽬的とした搾乳⽀援ロボットの開発検討

【株式会社リープス】

４．道内広葉樹の資源管理と効率的活⽤を
⽬指したDX推進 【北⾒⼯業⼤学】

汎⽤ロボット製品や既存技術の組み合わせにより、搾乳現場の
⼈⼿不⾜解消・⽣産性向上に関する課題を検討。

海藻の微⽣物処理による微⽣物叢・代謝物・反芻胃メタン削減効果の
変化を明らかにし、反芻家畜からのメタン削減につながる要因を特定。

レーザースキャナの点群データを使⽤し、踏圧したサイレージの積層状態の
3Dモデリングを実施し、効率的かつ安定⽣産につながるデータを可視化。

広葉樹林内で360度カメラ付バックパック型3Dスキャナーで撮影し、
胸⾼直径、枝下通直性のデジタル保存⽅法を確⽴・検証。

CFHの⽀援施策 〜プロジェクト補助⾦ (R4)〜
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l360度カメラ付きバックパッ
ク型3Dスキャナーを⽤いた
情報取得

北⾒⼯業⼤学、鶴居村森林
組合

概要

⼤ 学 ・

機関名

広葉樹のデジタル管理の⼿法を
確⽴。情報を利⽤したサプライ
チェーン改⾰への展開

lAI活⽤した交通プラットフォー
ムサービス「SAVS」の地域展
開と異業種サービス連携への
発展・進化

南幌町
「あいるーと」

公⽴はこだて未来⼤学、
札幌市⽴⼤学

SAVSの道内展開をすすめると
ともにサービスの横連携を探索

l道内での実⽤化 l交通事業者
間のデータ連
携

室蘭⼯業⼤学、室蘭市、
室蘭テクノセンター

MaaSアプリによる相乗りマッチ
ングにより既存公共交通の有
効活⽤
l顧客・ルート・予約・決裁等
のMaaS情報の管理⼿法

環境負荷を軽減した⾷料⽣産
システムを確⽴、地域資源の⾼
度利⽤と付加価値創出

令和5年度

F/S調査

広葉樹資源情報共有
アプリケーションの開発

・広葉樹林における最適調査⽅
法の確⽴

・川上と川下を繋ぐ広葉樹資源情
報共有アプリケーションの開発

SAVSとドローン配送の
連携展開

・貨客混載型SAVSと配送
ドローン連携スキーム構築

・配送最適化⼿法の検討
・配送準備と実験実施

スマートプランニング技術を
⽤いたMaaS実装⽀援の
⽔平展開

・都市圏の将来⼈⼝の空間分
布に基づいた将来バス路線別
利⽤者数推定モデルの開発，
オンデマンド必要⾞両数のシ
ミュレーション

北海道産ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ製硬式野
球ﾊﾞｯﾄの製品化に向けた試
作と選⼿からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸに
よる素材としての品質検証

・ダケカンバからの硬式・軟式野球
バット試作

・性能評価・使⽤感とバット加⼯
へのフィードバック

北海道⼤学、⿅児島⼤学、古
河電気⼯業(株)、(株)クボタ、
⼤地みらい信⽤⾦庫ほか

l地域資源を簡易に貯蓄・輸
送可能なエネルギーに変換
する技術の確⽴

l地域エネルギー利⽤型⾷料
⽣産技術の確⽴

l地域の新たな価値を創出す
る情報基盤の確⽴

Ø ⼤学シーズを起点とした推進計画を対象とし、事業化の可能性を調べるF/S調査を申請

道内広葉樹の資源管理と効率
的活⽤を⽬指したDX推進

SAVS の 地 域 展 開 と
サービス連携

地⽅都市圏へのMaaS
の社会実装

地域ｴﾈﾙｷﾞｰによるｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙな
⾷料⽣産ｺﾐｭﾆﾃｨの形成

推進
計画

CFHの⽀援施策 〜F/S調査 (R5)〜
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地域課題・ニーズ検討会 チャレンジフィールド北海道シンポジウム

【第1回︓令和5年2⽉24⽇】

【第1回︓令和4年11⽉18⽇】

【第2回︓令和5年2⽉15⽇】

【第3回︓令和5年6⽉19⽇】

・北海道におけるさまざまな取り組みや課題を参画機関
等に紹介し、多様な組織が共に考え議論する場。参画
機関のほか、関連する機関等が参加。

・地域内で解決が困難な課題や、複数の地域にまたが
る課題について、地域間連携や広域で取り組む体制の
構築を⽀援。

・他地域の取組情報の共有、他地域の取組⼿法の導
⼊、新たなアイデアへの着⽬を⽀援。

・オール北海道でのコーディネーターの育成。

北海道におけるさまざまな取り組みや課題をテーマとした
シンポジウムを開催。課題解決に向けたネットワーキング
を⽀援。

【第2回︓令和5年9⽉26⽇】

▼今後の予定
【第4回︓令和5年10⽉18⽇】 テーマ 「気候変動と北海道産業の変化」
【第5回︓令和5年11⽉20⽇】 テーマ 「フードサイエンス（仮）」
【第6回︓令和5年12⽉20⽇】 テーマ 「知×地域×共創」

CFHの⽀援施策 〜機会の提供〜
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Ø スタートアップ創出に向けて、従来の取組や既存のプラットフォームと連携
Ø チャレンジフィールド北海道では、「スタートアップ⼈材の発掘と育成」に注⼒

学 官
HSFC（エイチフォース）
・北海道⼤学
・⼩樽商科⼤学
・道内国公⽴⼤学
・道内私⽴⼤学
・道内⾼専

⼈材育成・
スタートアップコミュニティ創出

⼤学発スタートアップ創出 スタートアップ・エコシステム創出

スタートアップ⼈材の
発掘と育成

・技術の⽬利き
・若⼿⼈材の発掘と⽀援、スタート
アップ企業へのハンズオン⽀援
・HSFC GAPファンドの公募・審査
・DEMO DAYの開催
・起業創出プログラム運営

STARTUP CITY SAPPORO

札幌・北海道スタートアップ
エコシステム推進協議会

産
道内各地において、
・マッチング機会の提供
・コミュニティスペースの提供
・シンポジウムやフォーラム開催
・インキュベーションプログラムの運営
などで活動

連携による多⾯的な⽀援
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Ø スタートアップ創出に向けて、⼈材発掘・育成のためのプログラム
「北海道スタートアップスタジオ」 （道庁事業）①

北海道スタートアップスタジオ①

＜起業の基礎、オンライン講座＞ （起業に興味がある⼈向け）

参加の声掛け
お願いします︕
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Ø スタートアップ創出に向けて、⼈材発掘・育成のためのプログラム
「北海道スタートアップスタジオ」 （道庁事業）②

北海道スタートアップスタジオ②

＜アイデア創出、道内4地域で開催＞
＞

（新事業を考えている⼈）

参加の声掛け
お願いします︕

14



Ø セクターを越えたつながりを創出
Ø 北海道内の課題解決や、さまざまなチャレンジを継続的に⽀援していくための

 仕組みづくりを実施

・学⽣

オープンイノベーション・コミュニティ構築
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